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 11月に入って今年も残すところあと 2カ月となりましたね！ 

日に日に寒さが厳しくなってきますが適度な運動とバランスのよい食事、

十分な睡眠を心がけて風邪などひかないように体調の管理に気を付けま

しょう。 

 

 

 

 

食べ物を食べて飲み込むという行為は、毎日当たり前のように行われています。しかしこ

の当たり前の行為が出来ない患者さんもいらっしゃいます。もしかしたらこれを読んでいる

方の中にも、自分のご家族が物を食べて飲み込むという行為が困難になって介護を必要とし

ている方がいるかもしれません。そして自分自身がこの行為が出来なくなってしまうかもし

れません。 

摂食嚥下が出来なくなってしまう原因には、様々なことが考えられます。小

児マヒやダウン症など先天的な原因で出来ない患者さんもいますし、アルツハ

イマーや脳血管障害などが原因で後天的に出来なくなってしまう場合もあり

ます。先天的な原因を除いての多くは高齢者に摂食嚥下の機能低下が認められ

ますが、摂食嚥下が出来ないということは肺炎の

リスクを高め、窒息の可能性がある、命に関わる

とても重要な事なのです。 

そして摂食嚥下機能は非常に複雑で様々な要

素が絡み合っていますので、単に入れ歯を使えば

食べられるようになる訳ではありません。粉砕能

力が低下して摂食嚥下が困難になっている場合

は入れ歯を作り直したり修理することで機能が

上がることがあります。しかし粉砕は出来ても舌

の動きが悪く口の中で粉砕した食べ物をひとつ

にまとめられない事が原因で誤嚥を起こしてし

まう患者さんもいます。また物を飲み込むときは

鼻と口を閉じなければいけないのですが、この閉

鎖が出来ない鼻咽腔閉鎖不全の患者さんもいま

す。この他の要素としても食事のスピードや一回

に口の中に入れる食事の量、食事の硬さや形態な

ど、様々なことが摂食嚥下には関わってきます。

ご自分の家族やお知り合いの方が、お食事に困っ

ているようなことがあれば一度ご相談ください。 



   
 

 私の息子が小学校3年生から野球をはじめて2シー

ズン目が終了しました。最近では休みの日には息子の

野球を見る毎日が続いていました。しかしこの秋から

小学校 6 年生の娘がソフトボールを始めたため今で

は野球とソフトボールの両方を交互に見ています。娘

は中学生の子達と一緒にソフトボールをしているの

ですが、先輩たちのプレーはとてもレベルが高く初心

者の娘は迷惑ばかりをかけている状態です。しかし団

体競技をやったことがない娘はソフトボールがとて

も楽しいようで、試合や練習に行くと先輩たちのプレ

ーを嬉しそうに話しています。チームのお父さんお母

さんも暖かく見守ってくれているおかげで、ルールも

知らないのに試合にまで出場させてもらっています

（フライもゴロも取れませんし、バットにボールも当

たらない状態です）。なんとかみんなの足を引っ張ら

ないぐらいに成長してもらいたいとは思いますが、ひ

たすら練習を頑張るしかありませんよね。娘はインタ

ーハイ、息子は甲子園目指して、毎日の練習を頑張っ

てもらいたいですね！ 

 

 

 

 

 

むさしデンタルオフィスの武蔵です。私も歯科医師会の野球

好きな先生達と一緒に野球をしていますが、年々塁間を走るの

が辛くなってきました。子供たちのように基礎体力から作り直

そうと思います。良いアドバイスがあれば教えてください。 
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